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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Cl）

　大阪市の地 下水質に 關しては 既に 大正 12年r大阪市 及び共近郊地 0）地 下水質に就て 」及昭和 5年「最
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t2）

近 11ケ年 間に於 ける大 阪市及近郊地 方の井 水の水質 に 就て」の2編があ るが共に 本所 に於て 取扱ひナこ

る井水の試驗成績の統 計に とどま り、 種 々 不備な 黙が無 い で もない ば か りで な く細菌試驗を鴃い て

ゐ る こ とを特に 遺憾 とする 。 井水 の飮料適 否試驗 に 於て は提出 さ†けこ井水 に 就て試驗を行ふ を常 と

す る か ら細菌試驗を行 ふ こ とが出來ない の は 止むを緲 な い の であ るが井水 0）試驗に 於て細菌試驗 を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 r：）

缺 くべ か らざ る ことは著者等が「漫水地域に於 ける弁 水の汚染状況」に於て述 べ た所で ある 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c4｝

　大 阪市 内の井水の全 試驗に就 ては谷本氏等の 「大阪市
一

部の 地
’
ド水質に就て 」があ る が これ は東淀

川匯西淀川 區及住吉區内の一部 1こ過 ぎない e．そ こで著者等は昭和 10年の夏全市 15區に 亘 り公衆衞生

．Itの立場か ら主 として飮食物業者の現實 に使用せ る 非水 0）み に 就 て調査 をffつ ナ； v 而 して甚だ 寒心

す べ き結果 を得たの で茲に 報告す る次 第で ある 。

　　　　　　　第 1 章　 大阪 市内井水の 水竺

　調査 した 井戸 は 魯區に 亘 り75ケ 所 （こ0）調査o）結巣に 基 き機會あらは 市内に 存す る全部o）井戸 に

就 き細菌試驗を主體 とす る水質調査を行 つ て見た い と思 ひ 、 現 に ヲミ王 寺 1占納 に 存す る 500有餘のり［・

戸に 就 き調査申で ある
。 ）で あ つ て 、殆 ど、總 べ てが深 さ10尺乃至30尺 0）淺 い 彳1・戸 で深 さ50尺以 髭の

ものは僅 に 2 ク所 に過 ぎな い 。 叉汲取樣式 として は ポ ン プ式が主 で あ 以 釣 瓶式 を とつ て ゐ るのは

13 ケ 所、而 も これ らの大 部は 周園部の古い 井戸で あ る 。

　水質試驗法及 成績表示 法は水邁協會協定試驗法 に準 じて行 つ た 。 調査期 聞は 昭和 10年 7月 か ら8月

に 亘 つ て ゐ る o 今大 阪市 各部 の 井水 の 各試驗項目の最高最低 を求 めて見 る と第 1 表0）通 りで あ る 。

仙 し鰔 、 硬度 ．硝酸 、 1，tlJf彡物總量の 4 項 月を 省略 した場 合 もあ る。 1洋細は 附表第 1．第2．第 3．第生

身写5を參P，ξ｛さiしナニ L・し
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第 1 表
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度 も同樣の範園に 於て最高 46．4、最低 IA 、硫酸な多 量よ り痕跡 に亘 り、磆酸は 中量 よ り痕跡 、 ア ン

モ ニ ア は多量檢 出し得た所 もあれ ば檢 出 しなか つ た井水 も相當あつ た。 此 等の多量 、中量、少量 、

徹量、僅微、痕跡 とは大體に於 て檢水 1立中の次の量 に該當 して ゐる。

＿ ＿ ＿ 二 L垂一．些」＿墜、．．遣」 L蔓 墨 ⊥ 生 ．墨 一．L彑 ．
量 汐 掌

： 黜 ：：霊繍1：躍 1：9：才1：1畿 鷙1コ謡 ：：lkS：：：窒默1量圭
事．響溜 鷙灘 ：15：1：1：1調躑二窕離濃：1：：畿：：濃：二：：黙：雛鬟圭

　亞硝酸の檢 出を見 ttのは痕跡を除けば僅 に 1 回だ けで あつ た 。 固形物總量は大 鶺に於riク ロ ール

璽に準 じて 高下 しT・最高5409・ 最低221・ 併 し これ も鐵及破度 と同 じ く試驗範園内での 話 である 。

過 マ ン ガ ン 酸 カ リ淌費量は最高50．82、 最低2．53、 細薗集落數は最高9100、凝低 20、潼藤 赤變菌を檢

tllし得た もの は 75ケ所 中43ケ所であつ て最高 640箇の檢 出を見て ゐ る。

　今東區西區北區南區及び天王寺區浪速區の6區 を中央部とし他の 周圍部の9區の申此花隔港隨大 正

區を西部 とし旭區東成 區を東部 とし東淀川區西淀川區を北部 とし西成隅佳吉陲 を南部 として觀察す

るに ク ロ ール 量 に於て 明な差異を見 出すの であ る。 即ち 中央 部に於て 最高360叉 東部に於 で 最高186

に 對 し西部に於ては最高 3260北部に於 ては 7960南部に於 て 1舞450に して大 阪市 中央部並 びに車部に

於 ては ク ロ ール 量少 く西部北部南部に 於て ク ロ
ー ル 量大 なるのを 知るの である。 徇詳細に觀察す る

時は（附表參照）西部の最低 ク ロ ール 量 100 とは西部中で も東北部に 位する上福島0）井水に して上 幅

島を除けば最低 520に して 一 體に ク ロ ー ル 量大 で あ る。然 して 西部中で も西方に至 る程大であ る こ と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （3）

は拙著「浸水地 域に於ける井水の汚染状況」に就て も明である 。 又北部に於て ク ロ ール 量が大 であ る

とい つ て もこ れは 西部海岸に近い 地方の 井戸 であつ て東方 山 口 町 に 於ては 64と云 ふ 少量を示 してゐ

る。 爾峡 部 と雖 も繝 に觀察すれば 天王寺 區灘 甌 囀 ・）南醐 に多い 。 即 ち蝦 と して 西部

又は南部に於て ク ロ ー
ル 量 が多 く東部並 び に北部の方向に ク ロ ール 量が少である 。

　硬度が西部に 於て特に 多い の は ク ロ ール 量並 びに硫酸量の大な る こ とに よつ て 大體想像 され る こ

とで あ る 。 固形物總 量は大體に 於て ク v 一ル 量の多寡 に準 じて ゐ る o 過 マ ン が ン 酸 ヵ り清費量が 酉

部並 びに 南西部に 特に多い の は昭和9年9月の高潮に よ る浸水の影響を受けて ゐる もの と見 て良い と

思ふ 。 （期西醫事第257，器 8．259．260號）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L“

　
’
是等め數字の 中今 まで に 發表され た東淀川區西淀川區住 吉區及東成隨 の井水 と そ れ に對應す．る も

の とを比 絞す るに束淀川區 山 口町 の本例 の ク ロ ール 量鐵量過 ヤ ン ガ ン 酸 カ リ．淌費量は略 々 下癰庄の

罕均に等 し く硬度は 高い 方 に 屬す る 。 西淀川區に 於て も報 害に あ る西島中 島方面の 水質 は略 々 近 い

値 を示 して ゐ る。 住吉睡奉野 町 の 本例は 略 々 喜連方1 の水質 に 匹敵 して ゐ る。 夂東成區中 道の本例

（ノ）ク ロ ール 量は鶴橋ノハ 自ioアト均に近 く鐵 、過 マ ン ガ ン 酸 カ リ淌費量は 少 い方に 腸 して ゐ る 。
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第 2 章　 欲斜不適原因に就 ての 考察

　 調査 した る75の井水 0）水質に 就 て内務省令第21號 （昭和 7年 ）に 依 る判定標準に 基 き考察 した。 そ

の 標準を極 く簡單に述 べ る と

　 1．殆 ど無色澄明 である こと。　 これ だけで は甚だ漠然 として ゐ る の で當試驗所に於 て常用 して ゐ

る基準 に從 ひ濁度は 1．5度以 下色度は 5．0度以 下 と定めナこ。

　 2。臭味のな い こ と。　 これは主觀的 の問題で あ り臭味のある場合は他 の成分に も異常がある か ら

臭味の試驗は試 みた が試驗成績に は省略す る ことに しテこ。

　3．中性微弱 ア ル カ リ性又は微弱酸性 である こ と。 　試驗 しt 井水 の性は總 て この範圍 に 騰 して ゐ

るので これ も省略 しナこ。

　4．亞誚酸を檢出せ な い こ と。

　 5．ア ン モ ニ ア を檢出せ な い こ と。

　6．鉛及 銅を檢 出せ ない こと。　 この項 に抵觸す る もの は檢水 中に は 全々 なか つ た 0）で試驗成績 に

は省略 しt 。

　7．過 マ ン ガ ン 酸 ヵ り 淌費量が 10mg 以 下で ある こ と。

　8。硝酸は 20mg 以 下で ある こ と。 前章 に掲 をt・ナこ表に よ り少量を限度 とした 。

　9．ク v 一ル 量は 30m 窪以 Fである こ と。

10．硬度は 18度以 下で ある こ と。

Il．蒸發殘渣（圃形物總量）は 500mg 以 下 で ある こ と。

12．細菌集落數は100箇以下で ある こと（37度24時間）。

13．大腸菌は陰性で ある ぺ きこ と。 蓮藤赤變菌即 ち大 腸薗 とは認 め られ ない の であ るが湛藤赤變菌

を檢出 し得 る場合には大腸菌檢出0）可能性ある もの として遠藤赤燮菌檢 出を以 て飮料不適 としナニ
。

　この外 内務省の規定 には無 い が硫酸鹽 を多最倉有 す る ときは工場廢水 N は海水の 混 入 と見 られ る

ので こ れ を も測定 し少景（50rng以 下）を限 度 とした 。

第 瑚 ・gaSl）・−Cある鋤 不騨 100％ と云 澱 悪・）麟 赫 して ゐる。 これ を過去 2i・1・）繍 み・
ξ

に 71％内外 の成績に 照 し依頼試驗 0）統 lt
’i．との間に 差異を見 lllす の であ る 。 この 一っ 0）原 閃は 依 頼試

驗 に 於 て は肉眼的に 不良 と見得 る も0）は依頼せな い 爲實際 ノく阪 iiiに於 ける全井水 の 不 適率 よ 砂は良

い 成績 を示 す であ ら う と云 ふ こ と爾…つ は 本
’
試塔僉に 於 て は細菌試験 を加 へ たが 爲で あ る 。 依 頼試 験

と難 も細菌試驗 を行 へ ば懣 に 不 適率 を増加 す る であ ら うと思はれ る 。

　各部各儼 に 於 ける各試驗項 日の不邁數並 びに 百分率を第2表に 掲 け る c，（鐵、硬度 、 硝酸、固形物

總 量等は測定 井數中の 百分率 。 以
．
ドこれ に準す 。 ）

　飮 料不適 の 最 も電な る 原 liqは ク ロ
ー

ル 111：の 眼 量超過 に して 海 港都 市 ナこ る 大 阪の 非戸 は海水 の影劉1

の 極 めて 大 な る を知 る の であ る 。 个 假に これ を永 に 異味を呈 セ し め ざる程 変即 ら100mg まで を許容

N 工工
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する もの としその賓数並びに百分奉を訂正 した もの を第 3表に掲 ける 。 即 ち東區の 如き 0 ％の 良好

な成績を示 す所 もあるが全體 としては僅 に 9 ％の低下 に とどまり依 然 と して不適牽0）最高を示 して

ゐ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　　3　　 ， 表
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91 　次いで固形物縮蓋（92 ％）である が こ れは クロー ル量に左 右 されるこ と が多 い か ら

あ る。 次に鏤分の81 ％畑菌集落数の 79 ％で鐵分 の不遖 理 由 と し て大なるこ とは 容易 に 了解出

るも細菌 集落数に於て80 ％ の不適 率 を示し て ゐる
ことは皿に一 驚に値する。細薦 試驗0 ）重 大さを

語 る も 0 ） とい

べき である。 　以下50 ％ 以 上の不適 李を示 せる試驗項μを 畢 睡 れ ば 濁 度色慶アンモニア 遽藤赤

菌 硫酸の順序で あ るo 遖康赤變菌並 びに硫 酸が50 ％ 以 lt の 不 邁翠を示 せる は 由 々しき 大 事と 云 は

ければならない c 硫酸は工場慶水 叉は 海水 の浸 入を暗示するものであり還藤 赤變菌 の檢潤は飮料

と して 0 ）資 格を 全 々失 つ てゐ る ものと云は ね ば な ら ぬ。硫酸並 びにクロ ー ル 最 を 海水 の み の

響にて 他の 涯 水に 依つ て汚染 さ れt も の で無 いと 解糶 する と き之 によつて恕 し得られる も のを拾

出すも 75 箇所中4箇所 に二過ぎなU・9　（、附表 第6．第7．

8 ．第9 ．第 IO 蓼闘環） 　依損 試 驗 に 於 て 不適率の最高 を なせ る アンモ晶 ア が 案外 低位にあ

のは過度のク ロ ール量 濁色 等 は 試驗を 行はす して 知り 鱒 るが 故 に 試験の ｛ 衣頼をせない こと並 に

幀 試驗 に は細

試驗を
省
略せ る が 爲 で ある 。 N 工 工 一
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　次 で之 を各離各區別に 観豢 して見 よ う。
，固形物總量は ク ロ ール 童に 準する もの として 省略 し不逋

漂 因の 主 な る項 目に就 て その 百分奉を比校 して見 る 。 （ク ロ ール は第 3表の数寧 を用ひ る事 とする）

第 4 表

　 全

　 中

　 東

　 西

　 北

　 南

　 中央部に於 ては大軆に於 て其順序が狂は ない が東部に於ては鐵が 100％の不遖率を示 せ るが爲に

濁度、色度 も同様に 高 くア ン モ r ア も多 い 。 硫酸 、遠藤赤變菌は低位に ある。 これ は地 下水湧雄部が

中央部tc於て は地質噺面上砂礫の多い 都に あるに封 し 、 東部では粘土賀に あるの も
一因で あ らう。

西部では碗酸の 含有量の多 い のが特 に 目立 つ てゐ る 。又硬度も西部に 限 つ て 限界度 を超過 して ゐ る 。

此 等は 大部は海水の影響 と見做 し得るが工 場地 帶な るが敵に 工場慶水の影馨 もない とは云 へ な い と

思 ふ 。 酉部で は地
’
ド水湧出部が埋立地 中に あるが故に勢ひ種 々 な爽雜物を水 中 に も含み得 る もの と

愚 はれ る 。 南部は大阪市 中巾央部（主 と して 東區）に次 ぐ古 き地質を有す る の で あつ て新期 洪積屠 に

屬す る。 從つ て水質に於て も比較的中央部 に近 い 成績を示 して ゐ る。 （大阪市商遮歳迸部、大 阪市地質

鱒査報告診照 ）

　次に 不逋項 目の相 肛繭係に就 て考察 して見よ う。 先づ濁度が判定標準に邇合せ る井水に 於 ては
・
ど

うい ふ 試驗項 口が不適の 原 因をな して ゐ る か を檢ぺ て見 る 。 （第 5 表）即 ち濁度の少 い 水 では細菌

集蒋欺 、嬉藤赤變菌 、硫酸等に依つ て不遘 となる場合が多 く、色度 、 鐵に 依 つ て不適 とな る ；．とは少

い 。 換言する と、 色度．鐵は濁 廣 に 大體比例 する が細菌集落数は 比例 しな い とい ふ こ とに な る 。 夂

細繭及硫酸を考に 人れない場台に は濁度に 依 つ て70％ 〜 80％位は判定の決定 か出來 さ うに兇 える 。
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次 に色度の判定標準に適合せ る場合に就て は同樣細菌集繖 、遠藤赤蠻菌、硫酸等が不遒原因とな

る場合 が多 く 、 鐡分は色度 に比例する場合が多 い 。
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　第 7表 に蹴 の適合せ る場合に就て掲 け る。 即 ちこ の場合は甚だ数が少 い 0）で共關係が よ く判 らな

い が細菌 が比 較的鐡に無開係に ある こ と、 並 に色度は鐵分 に依 る色度 を多数占め るが 、 濁度は色度

ほ どは密接な 閲係は な い とい ふ こ とを知 り得 る と思ふ 。
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　第 8表は ア ン モ M ア の檢 出な き井水に就て で ある 。 こ れ に就て もあま り判然九 る結果は示 されて

ゐな い が唯同 じく汚染 と云 つ て もア ン モ ニ ア と細菌 とは案外に 關係の ない こ とを知 る 0）で ある。
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　同様 の こ とは第 9表の遐藤赤變菌の捻出を見ない場合に就て も云 へ る。 換言すれ ば ア ン モ 昌 ア 、

濁度 ， 色嵐 鐡の 適合範聞に ある場合 と雖 も靆藤赤憂繭の 存在は充分期待せ られ るの で あ る。
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　過 マ ン ガ ン 酸 カ リ淌費量試驗で も案 外に 建藤赤變菌0）存在 を暗示 せ ない 。 （第 10表）否 一般細菌集

落數 に 於て も同樣である 、 從つ て逋藤赤變菌の試驗 は郊何 な る場合 と雖 も省略す る ことが禺來 ない

様 に觀察 され る D

第 10 表

羸
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部
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I 訓il矧i
劉 ； 副 ゼ 『詫諭

鳶

1そ 隠一
軒可了 　　　 　 　　 　 第 3 章　＝ 、§ 試驗項9 の相互

係に就て 　 　　 　1 ．井水 の水 温と

温との關係 　井水 0 ） 水温が 四季を通じて 比 較 的 變化を見ないことは衆知の事實であるが 著者等
本 報 告 の 井 水 　 　 　 　　　

　 　 　　くs） に 於て 75 回 並び に 前囘報告の井水に於て115 回 合計190 回 の損掟値を得 た ので こ

を翁温別
に 蒐計し て見t 二 。（ 第11 表）一つの井戸 に 就て氣温

別に觀察す る0 ）も一法であ る がこの

に 井 戸を 變へ て 觀 察 す る も 興 味あ ることと 思 ふ 。井戸の 深さは大體 に於 て 10 尺乃窯30 尺で あ る

同じ 無 温 でも井戸の探 さ 並 びにそ の周 園 の 状態に よつて 水温が變るから 最高 と最低との間には

成りの 開 きがあるが夲均 lC 於てほほ一 定の値 を

てゐる
の
は面 自 い と 思 ふ 。 N工工一 Eleotronio 　
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第 ．11 表
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　　　　　　　l　　　　　　　　　　　 I

　氣温 35度か ら20度に至 る迄は 大艘 に 於て20度か ら21度の夲均水温を保持 し19度を界 として 氣温 よ

’
り窩温を示 して ゐる。 奮 考0）爲昭和 9年度0）水馗水夲均水温 を列記 して あ る。 氣温31度 とは 8 月の

耶均氣温 で あ 030度は 7月 、 28度は 9月 、 27度は 6月 ， 23度は 5Sl
．
　 18度は4月 ・ 16度は 11月の夲均氣

温である。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　　　　
一

雛互灘
7 211 ：：

21 18

・3 　 ・− 181

遥　嘉口；一鋲

ll釧 Il　i｛1国
i2 1； 1贈 i13
il

；：− 1− ；i

　　　　2 水棲菌の培養温 度 と該非水の水温 との關係 に就て

　飲料水の細葡學的試驗 に は37度24時間寒天培養法 に よる も0）と22度48時間寒天増 餮法 に よ る も0）

とある。 そ して その發生 集落数は前者 は後春の場合 の 6割内外 と云 は れて ゐる 、然 し細繭 の培養温度

に於ける發生集落は試驗水の 水温に よ つ て大 きな差がある。 襖言すれば細薦の瓊境温度に 謝す る馴

化性 に よ り培養温度と發生集落数 との 間に嚴密な關係がある。 欝つ て鴬所 に於て 水邁水 に就て培養

跛 とその際の 水温 との 關嘸 つ い て 調査 し燃 蕀 よ る と37麟 養 鯲 て は極めて よ く畑 眦

例 して 發生す るに對 し22度の場合は必 す しもそ うでな い 。 從つ て 22度培養の 37度培養 に對す る倍數

比を見 る に最低水温（5．6度）0）21−）tW大 i： して 57。8倍 、 最高水温 （28・3度）の 8月に最小で 1・2mUとなつ

て 明に 水温 に逆比例 してゐ る 。

　酬 つ て著者等は 本報 告の細菌の培養温度はす べ て37度であ つ た が前回報 告に 於て は 22度 と37度 0）

2邇 1，に培養 しナニ 。 その結果を俳 り て薙 に ま とめナニの が 第12表で あ る。

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　　12　　　 表
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　即 ち試絵數が少い の で 正 確 なこ とは云 はれ ない が23度乃至22慶に 於てはその倍數比2・0， 21度乃至

20度に 於 ては2．3、
18度乃至19度に於て は25 、 16度乃至17度に於ては2・7とな り水渥の低 きに從 つ て 兩

者の 倍數比 が大 とな つ て ゐ る。 水邁水 の米濾過 水 に 於 て は 22，4tw（6月）に於て2．1、 19。1ee（5月）に於て

5．1とな り井水 に 於て も水道水に 於 て も穴 體同様 の 結 ，果を得た 。

　　　　3．遠籐赤變菌数 と一般細菌集落数

　遠藤赤變菌数 と一般細菌集落数との 軍行關係を求めん とす る ことは理論上 不可 能であるが著者等

は前回並 びに今回 の調査に 於 て続計的 に 次 の檬な結果 を得 ナニ。

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　 13　　　 表

遠 藤 赤 變 菌 數 　 i 　細 菌 集 臨 数

　即 ち栖 めて大な る範闖に 於て 据藤赤變箘の多数を檢出し譽ナニ時 に は一般細菌集落數 も ， 亦大 な る

こ とを兇 る の で ある。 併 し一般細菌集落激 800簡の檢出を見た時に も建藤赤變菌を檢 出 し得な か つ

た場合 もあるに拘 らす、細菌集霧40箇に 於 て も溘簾赤變薦の檢出を得た場合 もあ る と云ふ 如き漠た

る もの である こ とは理言註ヒ當然である 。

　　　　　　　　　総　　　　　括
　　　　　　　　　　　　　　　 し

　1．大阪市全市に亘 ｝冫公衆衙生上 の立場か ら主 として飲食物業者の 現實に使 用せ る 750）井水に就て

水質試驗を行 つ た 。

　2．ク ロ ー ル 簸の 最高は 7960最低 64、 鐵 は最高36．2最低 O．2、 硬度は最高 464最低 1．4 、 過 マ ン ガ ン 酸

カ リ潸費量鍛高50．82最低 2．53、 細菌集落數の 最高は 9100最低 は 20、邂藤赤變菌を檢出 し得た ものは

75箇所 中43箇所 、 最高640箇の檢出々見 ナこ。

　3。ク ロ ール 量は大 阪市 西部及び南部に 多 く東部並 びに北部の方向に少 い
。

　4．調査 した井水の水質 に就て 内務省令 第21號 に よ る判定標準に 基き考察 しナ：。

　5 飮料邇 と見 る ぺ き もの は皆無であ つ た 。 ク ロ ール 及 び碗酸の過 多 を輩純に 海水 の 影響 と見傲 し

て も之れによつ て飮料遖 と して恕 し得 る との は僅に4箇所5％に 過 ぎない 。

　6，不邁理由のヨ三な る もの を順序に あげ る と ク ・ 一ル 、 固形物縮量 、鐵 、細菌集落數 、 濁度 、色嵐 ア ン

モ a ア
、 遠藤赤變菌 、硫酸等で あ る。 携藤赤變菌0）檢出が 57％以．1：を示せ るは飮食物業者 0）日常使

用水 と しては 由 々 しき大事 と云 は ね ば な ら ぬ 。

　7．不適項 目の相互關係に つ い て考禦 しナこ。
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　8．濁度色度の 過大 は鐵の 存在に 基 くことが多 く特 に色度は鐵分 の多寡 に左 右され る ことが 多 い 。

　9．濁度色慶は勿論 の 事 ア ン モ ニ ア の檢 出並 び に過 マ ン ガ ン 酸 カ リ淌費量の多寡に よつ て も遠藤赤

變菌の存否 は暗示 されな い 。

1e．從 つ て細菌試驗は水質試驗に 際 し如何なる場合 と雖 も省略す る こ とを許 されな い様 に 觀察 され

た 。

11．二 、三試驗項 目の相互 關係に就 て考察 した 。

12．水質並 び に氣温 に就て本報 告の 井 水 75前回報告の 井 水 115合計190団の測定値を得 たの で これ を

氣温別に 蒐計 して見た 。

i3・飮料水の細菌學的試驗に は 37度 24時聞寒天培養法に よ る も0）と22度48時間寒天培養法 に よる も

の あ り、 その發生集落數は前者は後者の場合の 6割内外 と云 はれ て ゐ る 。 こ 0）兩者の 集落數0）倍 數比

の大 小は該井水の水温の高低 に 逆比す る 。 即 ち水温の高 い 場合 は低 い 場合 よ りも兩者の比 は接近す

る 。 こ れ は細菌 の環境温度 に對す る馴化性 と云 ふ べ きであろ う。

牲 遠藤赤變菌數 と一般細菌集落數 との數字に就 て蒐計を試みた 。

　 本 in査 ［：當 り御指導御嶺捲な 賜 つ t；所長藤厚博士 に 深甚の 謝意を表 して 本稿存 絡 る 。

　　　　　　　 引　　用　　文　　猷

　b　山 口 、高瀬 ；　日本微生物學界雜誌
ρ
第 17卷 、 第 9號 、大 正 12年 。

　2）　秋元 稔 ： 國民 衞生 、第7卷、第 11號 、 昭 和 5年 。

3） 永井、芳賀 ： 闘西醫事 、 第257
、 25Bb　259、26D號、昭和 10年。

　4 ）　谷本 ，山 口 、芳賀 ：　　醫界の 進歩、　第164、　165號 、　大エE15年 0

5）　大 阪市立衞生 試驗所編 ： 衞生試驗所業綾抄録集 （
』
上下水の 部）。
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